
定 例 会 の 報 告

　令和６年度決算の一般会計については、歳入額６４０億５千７百万円、歳出額６１３億９千３百万
円で２６億６千４百万円の黒字となり、翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支額は
１０億６百万円となりました。　
　また、国民健康保険事業特別会計から後期高齢者医療事業特別会計までの特別会計６会計に
ついては、各会計とも黒字で、水道事業会計については、純利益７千５百万円、下水道事業会計
については、純利益ゼロ円となりました。　　　
　予算決算特別委員会におきましては、こうした決算の状況を踏まえ、第八次総合計画に基づく
各種施策について、予算が適切かつ効率的に執行されているのか、どんな成果があったのか、
令和６年度の新規・拡充事業の進捗はどうであったか、決算を次年度の事業執行や予算編成にど
う生かしていくのかなど、予算と決算の連動性という観点から、決算書はもとより、主要施策実
績報告書、事業評価シート、監査委員の決算及び基金の運用状況等に係る審査意見書等を参考
にしながら、各常任委員会で論点整理を行い、幅広い見地から慎重に審査を行いました。
　審査の結果、令和６年度高山市一般会計歳入歳出決算、令和６年度高山市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算及び令和６年度高山市学校給食費特別会計歳入歳出決算の３件はそれぞ
れ「財政調整基金の在り方について」

「低所得者に対する保険料の減額に
ついて」「物価高騰下における給食費
の改定について」委員間討議を行った
後、起立多数で、令和６年度高山市
地方卸売市場事業特別会計歳入歳出
決算などの６件については、全員一致
で原案どおり認定すべきものと決しま
した。
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令和６年度決算を審査

地域おこし協力隊の成果や隊員の高山市に対する熱量は。
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高山市は、環境省の脱炭素先行地域に選定され、令和 6 年度から 5 年間の事業期間で、
１０カ所の新規小水力発電及び３カ所の木質バイオマス熱電併給設備に取り組み２０５０年

には市全域ゼロカーボンの実現を目指している。令和 6 年度は小水力発電 5ヵ所の開発が決
算審査対象となったが、具体的な地域は。また、予算額より減額されている理由は。
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